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10月18日（火）パルシステム茨城 栃木うしくセンターにて、今年度１回目の「パル

の会」を開催しました。今回のテーマは「きのこ料理とかぼちゃのスイーツ」！ JAつ

くば市谷田部からキノコ生産者の大木さんと山田さんをお招きし、しいたけやシメジ・

ヒラタケの栽培のお話を伺いました。質問タイムの後は、かぼちゃを裏ごしし、かぼち

ゃの餡と皮を作って蒸して・・・皆さんでかぼちゃ饅頭づくりに挑戦。あらかじめ用意

しておいたキノコづくし料理（炊き込みご飯・お吸い物・和え物）を味わいました☆ 

                        ※換気・消毒・マスクの着用等 

                        コロナウィルス対策を行いながら 

                        実施しています。 

                        ・2回目 12月14日（水） 

                             キムチづくり 

                        ・3回目 2月20日（月） 

                             鍋料理 

                              を予定しています。     

 

                     

                    ・ 

                                   

 
割高感はありますが、便利で無駄なく食べられます。家庭ではなかなか出せない本

格的な味わいが付属のタレで誰でも手軽に作れて、忙しい人の味方！ 鶏だんごがふ

わふわでやわらかく、赤ちゃんやお年寄にもよいと思います(*´ω`*)（食いしん坊） 

 

 

袋から出すだけで、ほんとうにまな板も包丁も要らない。 

忙しい人だけでなく、ずぼらちゃんなわたしにとっても 

強い味方です(笑)！ 白だしは正直いままであまり馴染みが 

なかったのですが、こんなにおいしいものだったとは。 

これからは積極的に使っていきたいと思います♪ （Y.I） 

 

センター委員による商品モニター活動報告 

忙しい毎日でも、野菜たっぷりのメニューを・・・という組合員の声に応え

て、群馬の組合員が開発に取り組みました。素材の味を引き立てる白だしも

ついて、まな板・包丁要らずで鍋ひとつで作れる優れモノ。群馬ならではの

こんにゃく・キノコの入ったセット内容になっています。フードロス削減を

実現し、プラ削減のためトレーを紙製に切り替えました。 

 

11月6日（日） ポークランドグループ豊下代表がうしくセンターに来て下さいました。 

組合員の皆さん、Zoomでのこめ豚のお話いかがでしたか？ 

お肉はどのような料理で食べましたか？ 

関係者しか入れない豚舎からの出産シーンや授乳の様子等、すごかったですね！ 

一度に14頭も出産するなんてびっくりです。秋田の十和田湖畔でのびのびと豚舎を走り

回っている様子は健康そのものですね。 

また、休耕田を活用し、飼料の自給に挑み、資源循環型の取り組みも立派だと思います。

最後に私たちにできることは、「命をいただき生かされている」事を考えながら、携わっ

ている方々への感謝の気持ちを持ち続ける事でしょうか。ご参加有難うございました。                                                      

企画担当より 

 

 
Zoomでつながろう 

おもしろかったね 
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生産者の方と一緒につくりました 

産直鶏だんご入りけんちん汁セット 

 


